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新年明けましておめでとうございます。日本陶磁器工業協同組合連合会の会員の皆様をは

じめ関係各位には深いご理解と格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年の日本経済では、観光産業や季節的な需要がけん引し底堅く推移してきました。

しかしながら、物価高の影響で内需の柱である個人消費は低迷しています。円安により輸

入製品の大幅な値上げもあり、更なる内需の低迷が懸念されております。

また、ロシアとウクライナの戦争や中東問題も終結しておらず、世界的に不安定な状況で

あり日本経済にも悪影響が出ているものと思われます。

陶磁器業界の生産状況では、全般的に台所・食卓用品をはじめ玩具置物、タイルなど、概

ね昨年から大きな落ち込みはなく推移しております。ただ、輸出を見てみますと、ここ４年

ほどは増加傾向であった中国への輸出が、２０２３年後半より２０２４年にかけて大きく後

退しており今後に注目する状況となっております。

陶磁器メーカーの生産コストは、ＬＰＧをはじめ、釉薬、陶土などの価格高騰に加え、人

件費の上昇などにより各産地ともに収益が圧迫されております。こうした事から、陶磁器製

品は価格の転換期に来ており、組合員の皆様におかれましては、原材料の高騰などを見極め

価格転嫁の認識をして頂きますよう希望します。

日陶連といたしましては、自民党の国会議員で構成する「自民党陶磁器文化・産業振興議

員連盟」を通じ、業界の現状を伝え、各種支援金の創設、低金利融資などを国に対して要請

していきたいと存じます。

最後になりましたが、日陶連傘下の組合員事業所ならびに組合にとりまして、今年一年が

更なる飛躍の年となりますよう祈念し新年のご挨拶とさせていただきます。

年頭のご挨拶

日本陶磁器工業協同組合連合会

謹賀新年

理事長 中 野 昭 雄
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検討の視点

新年明けましておめでとうございます。一般財団法人日本陶業連盟の皆様をはじめ関係各位

には深いご理解と格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

昨今の陶磁器産地の状況では、受注数量は多くなってきているようでありますが、それに対

する労働者が不足している状況であり、生産が間に合わないとの報告があります。

陶磁器業界では外国人技能実習制度に基づき当連盟が試験実施団体となり技能実習生を受け

入れております。こうした実習生が技術移転という本来の目的とは別に副次的効果として人手

不足を補う場面もあるようです。ただ、この外国人技能実習制度は将来的には解消するようで

す。

陶磁器業界としては、新たな外国人の在留資格である「特定技能外国人」の活用に向け、経

済産業省と協調し陶磁器製造業を特定産業分野へ追加する働きかけを行った結果、陶磁器製品

製造業（産業分類が２１４２の「食卓用・ちゅう房用陶磁器製造業」と２１４３の「陶磁器製

置物製造業」）として業務区分が追加される事となりました。特定技能外国人を活用すること

で人材不足解消の一助になれば、と考えております。

当連盟の所有する日本陶磁器センターは、歴史的建造物として登録有形文化財の指定を受け

ている事から、建物を公開するイベントにも協力しており近隣では注目度は高く、公益的な団

体として認知されております。当連盟ではこうした活動を通じながら日本の陶磁器産業の振興

とイメージアップに努めたいと存じます。

最後になりましたが、日本陶業連盟の会員をはじめ関係各位にとりまして、今年一年が更な

る飛躍の年となりますよう祈念し新年のご挨拶とさせていただきます。

日本陶磁器工業協同組合連合会が四半期

ごとに行うＬＰガス価格調査で９月仕入れ

１０月支払い分の調査結果が発表された。

ガスは依然と高値で推移しているものの前

回調査と比較すると平均値で若干の値下げ

を見せた。

年頭のご挨拶

一般財団法日本陶業連盟 理事長 松 原 朝 男

使用設備：ストレージタンク

使用設備：ボンベ９月仕入・10月支払

高値 低値 平均

 0t～5t以下 77 社 450.00 120.00 153.23

 5t超～10t以下 6 社 153.30 124.00 139.80

 10t超～20t以下 4 社 136.00 120.00 128.25

 20t以上 3 社 143.00 133.00 137.00

計 90 社 450.00 120.00 150.68

社 数
月間使用量

調 査 価　格（単位：円/kg）

高値 低値 平均

 0t～20t以下 10 社 135.00 111.90 124.12

 20t超～40t以下 7 社 139.00 100.00 115.95

 40t超～60ｔ以下 0 社 0.00 0.00 0.00

 60t超～100t以下 2 社 133.20 114.70 123.95

 100t超 1 社 98.00 98.00 98.00

計 20 社 139.00 98.00 119.94

社 数
月間使用量

調 査 価　格（単位：円/kg）

全国産地組合 LPガス価格調査結果

【愛陶工・岐工連・とこなめ・萬古・信楽・佐賀・波佐見】

新春見本市（展示会）
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名古屋テーブルトップショー

ウインクあいちで１月１５日に開幕

新春見本市（展示会）

各産地が新作を披露

それぞれ開催する（表）。

同見本市は、その年の業界の景

況を占う催しとして注目される重

要な展示会で、所属組合員事業所

が新製品をはじめ、オリジナル商

品等をそれぞれ発表し、招待する

地元産地卸商社等に積極的な売り

込みやＰＲを行う。

陶磁器業界は、中国への輸出が

激減しているほか、国内需要につ

いても今一歩伸ばせず苦しい状況

である。

こうした中、各産地ともに新春

見本市を契機に、顧客との成約増

や新たな取引先の獲得を狙ってい

る。

愛知県陶磁器工業協同組合ならびに岐阜県陶

磁器工業協同組合連合会の傘下組合、佐賀県陶

磁器工業協同組合、波佐見陶磁器工業協同組合

では、毎年恒例の「新春見本市（展示会）」を

２０２５新春見本市（展示会）日程

開　催　期　日 主催組合 開　催　場　所

１月９日㈭ 愛陶工
愛知県陶磁器工業協同組合
組合会館

１月８日㈬～９日㈭ 佐賀県陶工組
佐賀県陶磁器工業協同組合
組合会館内ギャラリー

１月９日㈭～１０日㈮ 波佐見陶工組
波佐見陶磁器工業協同組合
組合会館

高田

市之倉

滝呂

笠原

瑞浪

恵那

下石

肥田

泉

土岐津

妻木

駄知

セラトピア土岐
大ホール

同

１月８日㈬～９日㈭
セラミックパークＭＩＮＯ
展示ホール

秋の有田陶磁器まつり
有田焼産地で秋恒例の「秋の有田陶磁器まつり」が

１１月２０日㈬から２４日㈰まで、アリタセラ（有田

焼卸団地）をメイン会場に有田町内各地で開催された。

アリタセラでは、茶碗供養の神事や絵

馬の奉納、団地内各店での展示販売、グ

ルメマーケット、やきものの絵コンクー

ル展などの催しが行われた。また、有田

町内各所でも各店の展示即売などが行わ

れ多くの来場者で賑わった。
茶碗供養

全国の陶磁器産地卸商社がテーブルウェア

関連の新作を発表する展示会「名古屋テーブ

ルトップショー」（日陶連後援）が１月１５

日㈬～１６日㈭、ウインクあいち（名古屋市

中村区名駅）で開催される。

同展示会は、テーブルウェア業界で日本最

大級の見本市。約３０年継続してきた歴史を

持ち、業界団体や自治体などの支持を受け、

信頼性の高いイベントとして評価されている。

会場は名古屋駅にほど近くの場所にあり多

くの来場者が見込まれている。

会期中は９５社の出展者がテーブルウェア、

キッチンウェア、インテリア、エクステリア、

雑貨類などの商材を出品する。
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テーブルウエアフェスティバル

東京ドームシティ プリズムホールで開催

とこなめ焼ブース

テーブルウエアフェスティバルが、

１１月２８日㈭から１２月４日㈬の７

日間、東京ドームシティのプリズム

ホールで開催された。
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催
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岐
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岐
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日
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ス
、
次
号
の
発
行
予
定
は
、

令
和
7
年
4
月
21
日
頃
で
す
。

有田焼ブース

波佐見焼ブース

同フェスティバルは陶磁

器をはじめとしたテーブル

ウエアを一堂に展示する大

型展示会。一昨年までの東

京ドームでの開催と比較す

ると規模は縮小したものの、

多くの来場者で賑わってい

た。

会場では、「日本の器を

訪ねて」と題した産地の特

集ブースには、有田焼、波

佐見焼、とこなめ焼、三河

内焼、美濃焼が出展しＰＲ

を行った。

また、昨年１月に被災し

た能登地域の復興応援企画

として漆器などを展示する

雑貨類などの商材を出品する。


